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伊勢平野北部における重力探査
戸田　茂∗ ・森山晶子†

1. はじめに

　伊勢平野は，北縁，西縁，南縁をそれぞれ養
老山地，鈴鹿山脈，度会山地に，東縁を伊勢湾
に限られた南北に延びる平野である。北部には
鈴鹿山脈・養老山地から発する多度川・肱江川・
員弁川・朝明川などの中小河川が，鈴鹿山脈東
麓丘陵・多度丘陵・員弁丘陵・桑名丘陵・朝明丘
陵・垂坂丘陵を開析して沖積低地を形成し，伊勢
湾へと流下している。また員弁川と朝明川が最
も接近する場所を中心とする北勢盆状構造 (吉
田, 1990)がみられ，その外翼部に東海層群の地
質構造に規制された桑名丘陵・朝明丘陵・垂坂
丘陵がドーナツ状に分布する。伊勢平野北部に

は一志断層系の中・古生界の基盤岩と堆積層と
の地質境界である一志断層・藤原岳断層や丘陵
にみられる石樽北山断層・麓村断層・新町断層
と養老–桑名断層系の養老断層・桑名断層が発達
している。特に養老断層・桑名断層に沿って上
部完新統まで変形させている撓曲構造がみられ，
これは 1586年天正地震 (宇佐見, 2003)によって
形成されたと考えられている (須貝・他, 1998;

東郷, 2000) (図 1，図 2)。
　伊勢平野北部の活断層を対象とした反射法地
震探査は，精力的に実施されている。一志断層
系が位置する鈴鹿山脈東麓の詳細な地下構造が
明らかにされていて，東海層群の成長構造や短
縮速度も推定されている (石山・他, 1999)。また

図 1　伊勢平野北部の地形と活断層
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図 2　伊勢平野北部の地質

図 3　既存地下構造資料

木曽三川から桑名丘陵に至る測線と桑名丘陵と
朝明丘陵の間を流れる員弁川に沿う測線におい
ても実施されていて，濃尾平野および伊勢湾か
ら伊勢平野に至る堆積層の変形構造が明らかに
されている (水資源開発公団・大阪土質試験所,

1995, 石山・他, 2007)。大深度ボーリングも多
く実施されていて，三重県 (2003)によってまと
められている (図 3)。

　つぎに地質調査所（2000）によれば，伊勢平
野周辺の重力異常は，木曽三川の河口付近およ
び伊勢平野中部の鈴鹿市付近が小さくなってい
て，厚い堆積層が分布すると考えられる。重力
異常の急変帯は，鈴鹿山脈の東縁と養老山地の
東縁から伊勢平野の海岸線に沿う地域に位置し
ている。この重力異常の急変帯は基盤岩深度の
急変を示唆していて，それぞれ一志断層系およ

– 32 –



名古屋地学 74号 (2012)

図 4　重力測定点

び養老–桑名断層系に対応する。しかし，この重
力異常図を作製した観測点分布は，1∼数 km間
隔と粗く，重力異常から断層の形状を明らかに
するには至っていない。
　そこで重力異常から伊勢平野北部の詳細な基
盤岩構造を得ることを目的として，稠密重力探
査を実施した。モデル計算には既存の反射法地
震探査および大深度ボーリングの結果を使用し，
タルワニ法を用いた。

2. 観測の概要およびデータ解析

　使用したデータは，員弁川河口から鈴鹿山
脈東麓の青川に沿って 46 点を測定した田尻
(2002MS) と桑名断層と桑名背斜に直交する 3

測線で 120点を測定した永田 (2003MS)をコン
パイルしたデータを用いた。使用したデータの
観測点を図 4に示す。重力データの処理は，地質
調査総合センター (2004) に概ね従っており，読
み値の換算・潮汐補正・ドリフト補正を行い，さ
らに地形補正・フリーエア補正・ブーゲー補正を
行ってブーゲー異常値を算出した。ブーゲー補正
は球面ブーゲー補正とした。フリーエア補正に
用いる正規重力式の近似式には測地基準系 1980

を用いている (図 5)。ブーゲー異常から地下構
造を推定するため方法に 2次元の地下構造解析
方法 (2 次元タルワニ法，Talwani et al,1959）

図 5　重力補正のフロー

を用いた。本研究では，中・古生層の密度を
2.40g/cm3，密度差を 0.4 g/cm3 (堆積層の密度
を 2.00 g/cm3)(岩野・他, 2001)とし，2層による
地下構造解析を実施した。このとき地下構造モデ

– 33 –



名古屋地学 74号 (2012)

ルには，既存の反射法地震探査と大深度ボーリン
グの結果を制約条件として入れた。地下構造モデ
ルは測線長 22kmのA-A’測線と測線長 16.2km

の B-B ’測線の 2 測線で計算をした (図 6)。

3. 考察

　図 7aに A-A ’測線実測ブーゲー異常を点で，

計算ブーゲー異常を線で示す。図 7bに計算ブー
ゲー異常に用いた地下構造モデルを示す。実測
ブーゲー異常と計算ブーゲー異常とは西端付近
を除いて概ね一致している。西端で一致させる
ことができなかったのは，この部分のモデルは反
射法地震探査の結果を使用しているためモデル
に自由度が無く，実測ブーゲー異常に合わせる

図 6　解析測線

図 7 (a) A-A’測線の実測ブーゲー異常および計算ブーゲー異常，(b) 計算ブーゲー異常に用いた地下構造モデル
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図 8 (a) B-B’測線の実測ブーゲー異常および計算ブーゲー異常，(b) 計算ブーゲー異常に用いた地下構造モデル

ことができなかった。この原因は，鈴鹿山脈の一
部に領家花崗岩が分布するが，地下での地質境
界が分かっていないため，基盤岩密度に中・古生
層の密度 2.40g/cm3とやや小さい密度を使用し
たためと考えられる。東端の海岸付近の基盤岩
深度は 1.8kmと推定される。20km付近の基盤
岩の高まりは桑名断層に対比され，落差 1.2km，
傾斜角 40度程度の東落ちの低角逆断層である。
16km付近の基盤岩の窪みは，嘉例川向斜に対
比され，幅 2km，最深部 1.1kmである。4km付
近の基盤岩深度は 1.6kmとなり，測線全体でみ
ると伊勢平野北部の基盤岩は西に傾動している
ようにみえる。
　図 8aに B-B ’測線実測ブーゲー異常を点で，
計算ブーゲー異常を線で示す。図 8bに計算ブー
ゲー異常に用いた地下構造モデルを示す。実測
ブーゲー異常と計算ブーゲー異常との差は1mgal

未満に収まっている。東端の海岸付近の基盤岩
深度は 2.1kmと推定される。13km付近の基盤
岩の高まりは桑名断層に対比され，A-A ’測線
と同様，落差 1.2km，傾斜角 40度程度の東落ち

の低角逆断層である。7km付近の基盤岩の窪み
は，幅 10km，最深部 1.5kmである。地形・地
質学的には B-B ’測線まで嘉例川向斜が続く証
拠は確認されていないが，A-A ’測線の嘉例川
向斜の基盤岩構造に比べ傾斜が緩くなっている
ものの，嘉例川向斜は，B-B ’測線まで延長さ
れる。 3km付近より西側の基盤岩は，緩やかに
西に傾斜する。
　 2測線を対比させると堆積層の層厚は，B-B’
測線の方が全体的に厚くなっていることがわか
る。桑名断層の形状は，落差・傾斜角ともに 2

測線とも同じである。

4. まとめ

　伊勢平野北部において，既存の重力データを
使用し，2次元タルワニ法を用い，密度構造モ
デルを作成した。東西断面を 2測線計算した結
果，伊勢平野下の基盤岩の傾動構造が明らかに
なった。また，堆積層の層厚は南側ほど厚くな
る傾向にある。桑名断層の形状は，2測線とも
傾斜角 40度，落差 1,200mとなった。嘉例川向
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斜は，緩やかな構造になるが，員弁川以南まで
続くことが明らかになった。
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